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日本における化学史文献：世界篇

大 野 誠

は じ め に

研究の核心は「継承」と「批判」にある，とよく

言われる．「継承」にせよ，「批判」にせよ，いずれ

にしてもその前提にあるのは「先行」研究である．

したがって，あるテーマについて先行研究のリスト

を作成することは，研究の第一歩を踏み出したこと

になる．このようなことは，卒業論文や大学院生の

論文を指導する教員なら，いつも学生に述べている

ことである．もちろん，個々の研究者は何らかの形

で必ず，自分の研究領域に関する先行研究のリスト

をつくっている．だが，不思議なことにそうしたも

のの集合体はどの学問分野でも稀にしか公表されな

い．本文献集の目的は，わが国における化学史研究

の今後の発展のために，その基礎としてこれまでの

研究成果を一覧できる文献目録を提供することにあ

る．この試みはわが国の科学史学界では初めてのこ

とである．しかし，掲載すべき情報を書き漏らして

いることも多いと思われる．初めての試みに免じて

ご容赦いただきたい．

本文献集の編集責任は筆者にあるが，以下の方々

から数多くの情報をお寄せいただいた．最初に記し

て謝意を表したい．

編集協力者：吉本秀之，園部利彦，古川安，

内田正夫，河野俊哉，梶雅範．

��. 編 集 方 針

(１) 本文献集に掲載する書誌情報は，化学史上

の原典翻訳と研究文献についてのものであ

る．

(２) 原典の翻訳については，可能な限り原語の

表題などの情報も付記する．

(３) 本稿での研究文献とは，著書に加えて，「論

文」･「寄書」･「研究ノート」･特集企画の論

稿を指し，書評･発表要旨･学術集会の報告

などは含まない．日本で公刊されたものに限

り，英語で書かれたものも含める．

(４) 文献で扱われているテーマについては，日

本化学史以外の化学史･化学技術史，および

これらに関係するものとする．また扱われて

いる時代は，古代から第二次世界大戦直後頃

までとする．＊日本化学史については，本号

とは別に今後文献集を作成する予定である．

(５) 各文献の掲載回数は1回とし，同一文献を

二箇所以上で掲載することはない．

��. 本文献集の情報源

(１) 著作については，国立情報学研究所のウェ

ッブサイト �/ �" �$�4�*�4．

(２) 論文については，国立情報学研究所のウェ

ッブサイト �$�J�/ �J�J．

(３)『化学史研究』の論文については学会のホー

ムページ．

(４) その他，編集委員会へ寄せられた情報

��. 掲載事項の凡例

(１) 同一項目内の研究文献は，刊行年の古い順

に配列し，刊行年が同一の場合は，著者の氏

名の「あいうえお」順に並べた．

(２) 文献の表記方式は，次のものを基本とする

が，頁数を表記しない場合も多い．

著者名「題目」『著作や雑誌のタイトル』巻･

号数（刊行年)：掲載頁．
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